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Results　of曲e　Level1img　Survey　on　Awasllima　Island　after　the

　　　　　　　　　　　　　　Niigata　E趾仇quake　im1964
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　Leve11ing　surveys　along　the　coast　of　Awashima　Is1and　were　carried　out　in　March　and　October　of1965

after　the　Niigata　Earthquake，

　In　this　report，the　relati▽e　movement〔）f　ground　obtained　from　these1eve1ling　surveys　is　summarized．

　　1．まえがき

　　海上保安庁では科学技術庁から昭和39年度特別研究促

進調整費の支出を得て，新潟地震以後における莱島の地

盤変動に閑する測地的調査研究を進めるため，同島内汕

に験潮所を延設し，長期巻フース型n記験潮器（脇和商

11製）を11生置した。また同島1舳目に水準標石10個，納助

球分体1個を埋設して，昭和40牢3月と10月の2固水帖

測量を実施した．この幸辰告書はこれら2呵の水準測最か

ら得られた結果についてのべたものである．

　2・水準測1結果

　新潟地震による粟島の隆起や傾斜に関しては肌に発人

されてし・るが，それによると，束海岸で約1．6m，ll｝海

岸で約0，8mの隆起が認められている．また島の北と胸

では違った動きをしたようで，降．起量も島の北の方が南

より約30cm多いことが報告されている1川3〕．

　当郁て’は，上のような地変の地震以後の変動を調査す

るため，図一1に示したように水準標石10個（1号から10

り・まで1〕と補助球分体（8号と9り・の問の意味で89号と

名づけた）とを1没置した．最初の水準測量はl1H和40年3

月3口から12H迄，ウィルド精密水準儀（N3型）を使月1

して行なった・しかし同期問中は著しく天候不良で殆ん

ど毎日風雪や波浪に災いされ，’東海岸のBM3号～8弓

の測量にとどまり，8号と89号とのr閉は閉塞測量を実施

することができず，征路のみの測量にとどまった．こσ）

ため第2同の測材には幾分精度は犠牲にしても，能卒を
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　　図一1　莱島における水準路線

Levening　route　on　Awashima　Island．
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　　　　　　　1×1－2　水準際グ変助量凶（1965午3月～10」111

　　　　　　　　似しNo．1BMの高さを不動と仮定している

Relative　changes　in　height　of　bench　marks　a1ong　the1eve11ing　route．

高めるためn動レベルSL一一2型（’二「1屋製）を使州して

昭和40年10月3〕から17〕まで行なっナこ．これら2回の

測量の結果は表一1に〃1ミしたとおりである．似しBM1

号を基準一点として各BMの標高を；十算してある．この表

から3月から10月の約7ヵ月問における各点の変動量を

計算してみると，BM1号を不動点として北岸の3号、“、（

　　　　　　　　　表一1　水準測量成果

　　Results　of　ievel1ing，assuming　the　height　of

　　　　　　　B．M．No．1to　be　unchanged．

　　　　　　　　　　　標　　　　　　高
　　標石番号　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　変　動　量

　　　　　　　　　1965年3月　　　1965年10月

■■■■■■　　　■■■■m　　　■■而■　　　　㎜■■■■
　　　　3　　　　2．4415　　　2．4298　　　－11，7
　　　　2　　　　0．2408　　　0．2326　　　－8，2
　　　　1　　　　0．OOOO　　　O．OOOO　　　　0
　　　10　　　＿O．5608　　－O．5503　　　　＋10，5

　　　　9　　　　0．5596　　　0．5724　　　＋12－8
　　　89　　　　0．0740　　　0．0904　　　　＋16．4
　　　　8　　　一一〇．0260　　－0．0241　　　＋1・9

　　　　7　　　　　　　　　－O．7406
　　　　6　　　　　　　　　　　　　1．0716
　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0．8376

　mm以下の数雌は計算の結果縄・られたものでこの精度があるわけでは

　　なし・．

では，一11．7肌η1南岸付近の89け一点では十16・4”ユー肌でそ

の相対的な．変動量は約28刎ηユである．しかし89号点と約

500m距った8り・、1、ヤではで十1．9帆肌で，89け、点と比較し

て小さく，この89号と8けとの問て小連続な変助をして

いるようである．図一2はこ、1／らの変動量を島の長軸力1チll

（N29叩）に投影したものをポした．これによれは粟島

の東海岸では全体的にみて，北下がりの．変動が得られ，

さきにのべたように南端付近と内湘の付近で変動に不連

続があるようにみえるが，変動量も小さいので今後の測

量結果にまたなけれぽ結論づけるわげにはいかない．

　3．　潮汐観測

　水準測量は粟島各地の相対的な垂直変動を追跡するも

のであるのに対し，この潮汐観測は粟島の真の垂直変動

量を調査するためのもので，内浦に験潮所を設置して潮

汐観測を行ない，海水面の変化から島の昇降運動を険出

しようとするものである．これは既に笠原・佐々’木・松本

氏4）によって，地震以後数カ月問行なわれてきたが，こ

の方法を長年にわたって実施しようとするものである．

しかし実際の記録は昭和40年6月末から得られ姶めたぼ

かりで，現在の処結論づけるような結果は得られておら

ず今後の観測糸．1；果にまたねばならない．

1
．

2
．
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